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危険な勘違い（ヨハネ19:18-22）
いよいよイエス様が、十字架につけられることになりました。そこで罪状書きというものがあって、イエス様の罪名は、「ユダヤ人の王である」でした。そのときに、ユダヤ人の学者たち、パリサイ人、祭司長たちが、「それは間違いですよ。自称ユダヤ人の王と言っていたと書いてください」と言い、そのときに、ピラトが「私も書いただけなのだよ」といった話の内容です。これがどういう意味なのかということを考えていきたいと思います。
いま世の中ではいろいろなことを教え、学んだり教わったり、いろいろなことを経験したりして、みな暮らしています。そして、そのような教えられた内容、経験した者に基づいて、新年を持つようになり、また、ある人は、なにかを主張することになり、頑固な自分なりの枠をもって、それを譲らずに頑張っていくということにもなります。それが良いかどうかは別にして、そういう中で、聖書にだけ教えられている内容がありますが、それは欠けています。人生の根本的な部分と、人生そのものを左右するような内容が聖書に書いてありますが、それは聖書の他にはどこにもありません。ですから、いろいろな教育があり、学びがあり、いろいろな経験があるにしても、それは欠けていて、そういう状態で新年を持つようになり、なにかを主張して自分なりのポリシーを持つようになったりします。結局、そういうことなので、それは勘違いにならざるをえません。一番大事な内容が聖書にありますが、聖書の他にはないわけなので、自分なりには真剣に唱えて、ポリシーに従って人生を生きていくでしょうが、勘違いになるしかないのです。その結果、信念があっても争うことになるしかないし、また、なにかの首長やポリシーがあるのですが、結局、疲れて重荷を負うようになるしかないし、最終的には、壊れて崩れていくしかないということが現実です。それでクリスチャンの私たちは、聖書を正しく理解し教えられて、そのような勘違いを正しく見分けることができ、今まで私たちも自然に勘違いの中を生きてきたので、そういう分別をもって勘違いから自由になり、本当の勝利の人生を堂々と歩いていっていただきたいと願います。

世の中では、このようにみな考えています。別に自分の中で悪い思いはないでしょうが、根本的にしようがありません。人を中心にして、すべてを考えるしかありません。それをヒューマニズムと言います。人が中心なので、もしも人がだめになると、なにも成り立たないわけですので、とにかく、人を取り上げるしかありません。ですから、人が中心なので、人の可能性を信じてものすごく強調します。その結果、人をしっかり整えて、啓発し、啓蒙することによって、変わることができるというような信念をもって信じているわけです。それがヒューマニズムであり、人間中心主義というものです。そして、人がお互いに協力し合うことによって、さらに先に進むことができるし変わると唱えているし、誰しもがそれを疑うことがありません。そういう面がまったくないわけではありません。しかし、そこに多くの人が希望をみようとしているのです。しかし、可能性があるかどうかわかりません。また、いろいろな内面や人間の様々な部分を磨き、発展させることもあります。お互いに協力し合うことによって、ユニセフやWHOなどの機関を作って、世界中でいろいろなことをやっています。しかし、そういうことによって人間が救われるということは、まったく関係ありません。それなのに、世の中は、仕方がなく、人間を中心にして考えていくしかありません。これが実は勘違いです。

そして、人が中心なので、当然な結果ですが、人が何をどうするか、つまり、行いが中心になるしかありません。それが世の中の流れというものです。行いが中心というのは、別の言葉で申し上げると、因果応報の法則に従って生きるということです。そして、その行いが中心であるということが、様々な宗教がありますが、結局、宗教の教訓の核心部分です。五回お辞儀をするよりは、百回お辞儀をした方が、効果が抜群です。そういう教えです。そして、これは日本語ではどういう言葉を使っているかわかりませんが、良い行いをするものは報いがあり、悪いことをするものは罰が当たるという思想が普通なのです。それが中心なのです。本当にそうなのでしょうか。童話を見ていても社会の教科書を見ていても、全部がそういうお話です。その結果、良い行いだと思われることに走っている人は、少し高慢になるし、またそうでない人を見て、さばいて罪に定めるしかないし、逆に悪のほうを走っているものは、罪責感を背負って、つぶれて死ぬしかありません。それが世の中の構図というものです。行いが中心です。そこに信仰によって人間がこうなる、ああなるという話は、入る余地がありません。パリサイ人も当時のユダヤ人の思想もそういうものでした。これが実は勘違いなのです。行いによってその結果が付いてくると吟味して考えてみてください。本当にそうなのでしょうか。でも、私たちはそれに対して疑う余地もなく、自然に当たり前にそうだと思っています。

そして、その流れなのでしょうが、結局は、世の中では、皆が頑張って入るのですが、霊的な事実がまったくわかっていないし、無知な状態なので、肉が中心になるしかありません。肉的な部分がどうなるかによって、すべてが評価されます。それがご利益主義というものです。健康があれば何でもできる。健康であれば、その人は良い人生を歩いている。病弱な人、病気の人は、失敗の人生のように評価されます。そして、何も問題もなく安泰で安全に生きるということが良い人生であり、危なっかしいことがあるのは良い人生ではないと思うしかありません。だから、ご利益を求めるしかありません。富があったほうが良い人生であり、貧しい人生は良い人生とは言えません。成功を収めているものが良い人生、すばらしい人生を歩いているものであるし、その成功が手に入っていないものは、人生ともいえないような流れ、雰囲気です。肉体的にどのようになるかがすべて基準です。でも、それは勘違いです。肉体的に健康であれ、富がどれほど手に入って、また成功をおさめたとしても、いのちが得られることとは全く関係ありません。前にもお話ししたように、関係ないどころか、そういう部分がうまく行けばいくほど、いのちとはどんどん反対の方向に走っていくのが人間なのです。それなのに、そこに良い人生があるだろうと、みな勘違いしています。何回も繰り返しますが、レムナントの学生の皆さんは、今からこういう勘違いを取りはがして、正しい理解を持って自分の人生を見つめ直して、祈りつつ歩いて行かなければいけません。世の中は、こういう勘違いをしています。だから、みな努力をするのです。でも、その努力もむなしく、紛争は絶えないし、みな富を求めています。その富を手に入れたのにもかかわらず、災いを止めることができません。そこに良い社会、良い世界、良い家庭、良い人生があるだろうと皆が勘違いしているのですが、実は、そうではありません。歴史が証明しているのではないでしょうか。みな成功を目指して頑張っているのですが、成功をおさめたと思っていたのに、それが成功ではなかったのです。全部、バベル塔のように崩れて行くものなのです。最終的には、すべて疲れて重荷を負うようになるしかありません。皆そうじゃないふりをしているだけです。勘違いの中を歩いて行きますと、こうなるしかありません。皆さんもこのような勘違いの中をずっと歩くつもりなのでしょうか。これは単なる勘違いではなくて、ものすごく危ない勘違いです。こういう勘違いのゆえに、救いから遠ざかり、信仰を無視して、いのちの祝福からはまったく違う方向に行くようになる、ものすごく恐ろしい勘違いになるしかありません。今も世の中では、こういうことを教え、また教わったり、様々な経験を通してこのような理論を唱えているのです。いま私たちはその世の中を生きるものであるし、そういう世の中で勘違いに捕らわれて、崩れるしかない人生、むなしくなるしかない人生のひとりひとりを助けるために召されていることを覚えていただきたいと思います。それなのに一緒になっていては行けないのではないでしょうか。先週も申し上げましたように、一緒にしないように。
そして、今日の聖書を通して、私たちが確認しないといけないのが、より残念な勘違いです。それがユダヤ人の勘違いです。ユダヤ人は、どのような思想を持つ民族なのかと言いますと、ヤーウェの神様、創造の神様だけが神様だ。唯一の神という思想を持っています。すばらしくないでしょうか。また、旧約の聖書、神から与えられました神のみことばだということを固く信じて、聖書を絶対的なものだという思想をもっている民族です。すばらしくないでしょうか。それから、キリスト、メシヤなどを信じないわけではありません。自分たちだけだと信じていますが、メシヤ、キリストを待望している民族なのです。キリストよ、来てください。メシヤよ。いつ来るのでしょうか。待ち望んで待望している民族です。すばらしくないでしょうか。それなのにユダヤ人はなぜ滅びるようになり、あのような歴史をたどるようになるしかなかったのでしょうか。ユダヤ人がそのような思想を持っているのにもかかわらず、ものすごく残念な勘違いをしていました。その勘違いが何かというと、選民思想というものです。自分たちは神様から選ばれたのですが、それは間違いありません。だから、自分たちだけが特別であって、選ばれたイスラエルの民族以外は、皆、異邦人で滅びて当然で、滅ぶるために生まれてきたとこういう思想を持つようになりました。残念なのです。その結果、メシヤを待望しているにもかかわらず、そのメシヤが、聖書が語っている神様の約束のメシヤではなくて、選ばれた選民、イスラエルだけのためのメシヤをいう思想を持っていました。非常に残念なのです。だから、キリスト、キリストと言いながらも、キリストを勘違いします。キリストという言葉を使うから、何もかもOKになるわけではありません。キリストという言葉を使いながら、そのキリストを勘違いしてしまう、これこそ残念な感知が、危険な勘違い、人生の根本を左右してしまうような勘違いに当たるのです。その結果、彼らのイメージしているキリスト、メシヤはどういう方なのかというと、イスラエルのために力をもって、イスラエルを苦しめたり、邪魔するすべてのまわりの国々や民族を倒して、征服し、旗を掲げて現れるキリストなのです。征服者のキリストというイメージを持つようになるしかありません。彼らの勘違いです。その勘違いがどういう結果を生み出したのかというと、まことのキリストであるイエス様が世に来られて、彼らのところに一番最初に約束通りに来られたときに、彼らのこの勘違いから見ると、イエスは異端なのです。キリスト、キリストと言いながら、キリストが来られると異端に決めつけます。なぜなのでしょうか。彼らのイメージしているキリストは、ナザレ出身のイエスでは話になりません。もちろん、彼らの勘違いなのですが、イエス様の出身はベツレヘムです。でも、ナザレで小さい頃、幼児期を過ごしました。だから、イエス様のことをナザレ人イエスと言います。でも、ナザレというのは、イスラエルの中で一番田舎の無視されているところです。ですから、彼らがイメージしているキリストという方は、そういう田舎から現れるということはありえません。そして、キリストと主張しているイエス様が、彼らの前に現れて、なにをなさったのかというと、貧しい人々、彼らにとっては罪人と言われていた売春婦や取税人や病気の人々と一緒に暮らしたり、そういうことばかりしています。それは彼らの目ではキリストとしては映りません。キリストはそんなはずがない。天から火の馬車に乗って、ローマの軍隊をいっぺんに片づけて、ハレルヤとイスラエルをたたえながら、というイメージです。それが勘違いです。決定的な確認というか、勘違いが当たったというのは、イエス様が十字架に釘づけにされたということです。彼らは、イエス様を十字架に、十字架にと叫んで、結局、そのとおりになったときに、もし本物のメシヤであれば、このまま十字架につけられるはずがない。ここで何か起こるだろうという期待もありました。しかし、そのまま従順して、すんなりと十字架の犠牲になられました。やはり、異端に間違いなかった。キリストではない。キリストが十字架にかけられるというのはありえません。勝利の鉄砲をもって、皆を殺してイスラエルを助け出すメシヤが、十字架で何の抵抗もなしにつけられるということはありえません。それは勘違いなのです。だから、ピラトが罪状書きを書いたときに、「ナザレ人ユダヤの王」と書いたときに、そのユダヤの王というものは、キリストの意味です。彼らがそれはとんでもない。罪状書きなのですが、そんなのはありえない。だから、自称ユダヤ人の王と言った人間だ。あの人は、十字架につけられたので、キリストでもなんでもない。なにがキリストなのか。イエスは異端だ。こういう勘違いに走ることになりました。
その結果、この勘違いがどれほど恐ろしいものだったでしょうか。ユダヤ人は、それから、もう二度とそのような悲惨な滅び方はないだろうと思われるほど、エルサレムが完全に破壊されることになりました。そして、神殿は、壊れて奪われて、今もイスラムの神殿がそこに立っているでしょう。1500年以上世界をさまよいつつ、様々な迫害とともに、今はまた国を回復して頑張っていますが、いつ何がどうなるかまだ分かりません。勘違いの結果です。だから、ものすごく危険な勘違いなどに走っていたということを、今日の聖書を通して、私たちは確認するのです。自称ユダヤ人の王と書いてください。それが、ユダヤ人がイエス様を見て勘違いしていたということです。このような勘違いなどを見て、私たちは改めてクリスチャンとして、勘違いから自由になり、そして、勘違いから人々を自由にさせる使命を確認しないといけません。勘違いから自由になる、つまり、本当の真実はいったい何でしょうか。世の中では、世の中なりに、いろいろな勘違いがあります。ユダヤ人というのは、今で言いますと、教会も教会になりに様々な勘違いがあります。聖書をもって聖書を教えるところでも、様々な勘違いがあります。それらを踏まえて、私たちは真実にしっかりと立たないといけません。勘違いから自由になるというのは、どういうことなのでしょうか。覚えていてください。すべての人は罪人なのです。これが勘違いからの自由です。ローマ3：23、すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。ローマ3：10、義人はいない。ひとりもいない。ユダヤ人でも異邦人でもどこの民族の人でも、人間性がどう違うか関係なく、義人はいない、ひとりもいない、皆が罪人であり、だれひとりとして救いがいらないという存在はいません。どれほどの罪人なのでしょうか。エペソ1：3。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた。人間の外見や人間の有様がどうなのかは関係なく、根本的に滅びの運命を抱えて生まれる存在なのです。これが真実です。その結果、あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出た者であると言われる、悪魔の奴隷のような存在です。すべての人がです。これを知らないので、世の中では世の中なりに、人間を中心に行いを中心に肉を中心に勘違いに走るしかないし、ユダヤ人はユダヤ人なりに選民思想に走ったり、結局、イエス様のことを異端だと言いました。信仰によって生きるという話は異端の教えだと決めつけるしかない勘違いに走るしかありません。勘違いから自由になるためには、この部分が徹底しないといけません。これこそが真実です。世界に70億の人口があり、いろいろな人種があるけれども、皆がアダムの子孫です。アダムから生まれたので、すべてが罪人です。それで人間には、まことのキリストが必要であるし、まことのキリストの他には、救いの道がないし、そして、そこにのみ希望があります。これが真実です。

まことのキリストは何でしょうか。ユダヤ人がイメージしていたそういうキリストではありません。人間が罪人だということがわかっていれば、キリストは、そのどうにもならない人の問題を解決できる方なのです。だから、まことの王様として、悪魔の頭を踏み砕いて勝利されるキリスト、まことの預言者として神を離れてたましいが死んでしまった人間が、また神様と出会っていのちが得られるようにするまことの預言者。そして、まことの祭司として、人のすべての罪、滅びの運命、のろいを完璧になくして解決できるまことの祭司、この方がキリストです。これが真実です。まことのキリストは、まことの王様、まことの預言者、まことの祭司の役割をいっぺんに、永遠に全うできる方であり、そのためには、まことのキリストは罪がまったくない神の御子でないといけません。聖書の預言どおりに、女の子孫として生まれる、アダムの子孫ではない、そういう方でなければなりません。そして、かかとに噛みつかれると預言されたように、罪人である私たちの身代わりとして、贖いの犠牲のいけにえとして十字架につけられるようにならないといけません。これがキリストの条件です。これがキリストを正しく判別できる鍵となるものです。まことのキリストの他には希望はありません。その真のキリストは、征服者のキリストではなくて、わたしが世に来たのは、仕えられるためではなくて、仕えるために、多くの罪人のための犠牲のいけにえになるために来たのです。それがキリストです。勘違いしないようにしましょう。そこを勘違いすると、大変な結果になるということを、歴史を通して、聖書を通して、はっきり確認していただきたいと思います。

そして、真実中の真実は、まことのキリストが何かわかったときに、イエス様こそ、その真のキリストなのです。これが真実です。この信仰、理解、悟りこそが、すべての錯覚、すべての勘違いから自由になる秘密です。イエスはキリストです。なぜなら、イエス様は預言どおり、処女マリヤから生まれました。イエス様は、十字架にかけられて、犠牲のいけにえとなられました。そして、イエス様だけが３日目に死者の中からよみがえられ、復活の主となられ、天の御座に昇られ、万軍の主となられ、そして、再臨の主として、この絵歴史が終わるときにさばきの主として世に来られる方です。イエス様だけがキリストです。皆さん、イエス様は、キリストだと、この信仰告白、この理解というものが、すべての勘違いから自由になる秘密であるということをご存知でしょうか。これがないからクリスチャンでありながらも、ユダヤ人のように教会に通っていながらも、様々な勘違いからいまだ自由になっていない方々が少なくありません。そうすると、無駄な紛争に巻き込まれ、わざわいがずっと続いて何もかもが崩れていくような、そういう中をクリスチャンでありながらも歩くようになります。そのすべてに終止符を打つようになるということは、すべての勘違いから自由になるということです。イエスはキリストなのです。イエス様は、まことのキリストです。この信仰告白にしっかり立っていただきたいと思います。これをまとめましょうか。いろいろな勘違いから自由になるために。いのちの道は一本しかありません。勘違いしないようにしましょう。良いことは、すばらしい理論は、経験はたくさんあります。いのちの道は一本しかありません。イエス・キリストだけです。わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、誰一人父の元に来ることはありません。これがわかっていないと、また勘違いの中でややこしくなります。そして、その一本しかないというのは、裏返しますと、いのちの道は行いと関係なく、信仰だけです。ローマ10：13、だれでもイエスの御名を呼ぶ者は、救われるのです。行いがどうであれ、人が生きる道は、信仰だけです。これをしっかりと握っていないと、生まれながら勘違いの中を生きてきたので、いまだにその勘違いの中でさまようしかありません。エペソ2：8にも、恵みのゆえに信仰によって救われました。他はいろいろなことが言える内容でしょうが、いのちの道とは関係ありません。キリスト、イエスとは、信仰だけです。勘違いしないようにしてください。
其れならば、これからはクリスチャンとして、この勘違いから自由になるためには、キリストであるイエス様を中心にして始めるということです。そうすると、まず第一に、自分自身のことです。イエス・キリストを受け入れた者、信じた者、行いがどうであれ、過去にどんな痕跡があろうが、キリスト、イエスが中心なので、イエス・キリストの中にいる信者は、すべての問題、のろい、滅び、地獄から完全に解放されている者、聖霊が内住しているすばらしい、尊い存在で、聖霊に導かれて何も問題がないし、聖霊のわざが現れ、聖霊の力によって勝利できるものだし、天にある権威、地にある権威を持っている者だし、天の御国が保証されている者で、だから、一言で幸せな者、幸いな者であり、その結果、自分の現場、家庭、この世の中を生かすことができる者なのです。だれ一人として例外なく、イエスを信じる者はそうです。信仰以外には、基準がありません。それなのに、クリスチャンなのに、勘違いの中にいるのです。イエスの外側での勘違い、それは今まで申し上げました内容です。イエスの内側での勘違い、自分がこんなにすばらしい幸いな者なのに、そう思わずに、私はこうだ、ああだと勘違いしています。どんな現実があろうが、どんな弱さを今持っていようが、どんな過去があろうが、自分のことを今申し上げましたイエスを中心にして認めないと、その他の内容は全部勘違いです。たとえ今癌にかかって、病気を患っている方であっても、イエスの中にあって幸いな者であり、世を生かす伝道者なのです。その他の評価は、勘違いです。もうそういう勘違いから自由になりましょう。世の中の勘違い、イエスの外側の勘違いからも自由になり、イエスの内側に入っているのにまた勘違いがあるのです。イエスを中心にしないから。一言で申し上げると、イエスは、ユダヤの王、キリストです。罪状書き、その通りです。それがヘブル語、ラテン語、ギリシャ語など、世界中のことばで書かれていました。意味あるものではないでしょうか。ですから、信仰以外には、基準がありません。イエスの中にあると、イエス様を中心にして、まず皆さん、自分自身がどんな存在なのかご存知ですか。もしかして皆さん、自分自身のことを勘違いしているのではないでしょうか。例えば、イエス様を信じてもいないのにうまくいっているから、私はうまくいっている、私は良い人生を送っていると思っているなら、それが勘違いです。幸い、イエス・キリストを受け入れました。他の条件、過去はどうなのかわかりません。人それぞれでしょうけれども、条件は一つ、イエスがキリストなので、そのイエス・キリストを行いではなく信じたのであれば、神の恵みであるし、そういう人は逆に肉体的にうまくいかない場合もあるし、弱さを抱えている場合もあるし、ときには失敗する時もあります。様々な辛い過去を持っているでしょうけれども、そういうことと関係なく、そういうことによって左右されることを勘違いと言います。その勘違いは、サタンのしわざが終わらないのです。なぜかというと、その勘違いは、イエスはキリストだという信仰をなくすことと一緒だからです。ですから、その勘違いを全部ふるい払って、そういうことがあるのにもかかわらず、私は幸いなものなのです。私は十分、暗やみの力を打ち破り、人々を助けることができる者なのだということを、毎日、毎日、確認して告白しましょう。イエス様を真実ことは、それで終わりなのです。その中ですべての変化があり、すべての祝福があり、全部あるのです。なぜかというと、イエス様は、キリストだからです。皆さん、おめでとうございます。「何をおめでとうございますでしょうか」という顔をしています。「いま私の家の事情が分かるのでしょうか」「私の体の状態をご存知でしょうか」「通帳の残高の事情が分かっていないのではないでしょうか」「受験に失敗したことを知らないのでしょうか」など、いろいろあるかもしれません。そういうことが皆さんをつぶして変えることはできません。それは勘違いです。なぜ勘違いに走るのかというと、イエス・キリストが中心ではないからです。肉が中心なので、いまだに行いが中心だから、いまだに人間が中心なのです。人間中心というと、良さそうに聞こえるでしょう。神を排除したという話です。幸い、皆さんは、何の功もないのに、神様の恵みによってイエス様を信じることになりました。足りない部分もあるし、至らないところもいろいろあるでしょうけれども気にせずに、イエス様を信じたその信仰だけに絞ってこだわってください。イエス様を信じていた自分は、幸いな者なのです。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ユダヤ人は、イエス様を見て、勘違いの中で異端と決めつけて、結局、1500年間国を失い、世界中を転々とすることになりました。神様の恵みによって、私たちは、イエス様がキリストだということが分かって信じることができ、受け入れることができました。これがどれほど幸いなことなのか、どれほどすべてなのかということを、主が示してくださり、どんなことがあれ、どんな条件があれ、そのすべてを無視して、イエス様だけにこだわり、新しい自分と、幸いな自分と向き合い、認めつつ、喜んで悪魔のささやきを退けることができるように、そして、向かうべき方向にしっかりと進むことができるように兄弟姉妹を励ましてください。イエス様を信じる信仰を与えられました。主に感謝して、イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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